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歯の内部吸収を惹起する破歯細胞の形成メカニズムを明らかにしました。 

 

【ポイント】 

・破歯細胞により歯の内側(歯髄腔側)が吸収される病態を内部吸収と呼びます。 

・ダメージを受けた歯の歯髄では、破歯細胞を誘導するランクル(RANKL)が上昇し、抑制に働くオステオプロテ 

ゲリン(OPG)が低下しました。その結果、OPGに対する RANKLの量が多くなり、歯髄で破歯細胞形成が誘導され 

ることが解明されました 

・外傷による歯髄のRANKL上昇およびOPGの低下は低酸素誘導因子(HIF)の働きを介することが示唆されました。  

 

【概要】 

 東京歯科大学・口腔科学研究センターの西田大輔博士研究員、溝口利英准教授は、松本歯科大大学との共同研

究により、歯の内部吸収の発症メカニズムを分子レベルで明らかにしました。 

 

本成果は、2月 25日（米国東部時間）付で、『Scientific Reports』のオンライン版にて発表されました。 

 

【研究の背景と経緯】 

骨は吸収と形成が繰り返されることにより常に新しい組織に置き換わっています。この時、骨の吸収は破骨細

胞と呼ばれる細胞が担っています。他方、歯を吸収する細胞は“破歯細胞”と呼ばれています。活発に吸収を受

ける骨とは異なり、歯の吸収は外傷によるダメージを受けた時や、う蝕(虫歯)などにともない引き起こされます。

歯の内側(歯髄腔側)から硬組織が吸収される病態を“内部吸収”と呼びますが、その発症メカニズムは未だ明確

ではなく、破歯細胞の分化機構の解明が、その予防および治療法の確立に繋がると期待されています。本研究で

は、破歯細胞の形成を負に制御する OPGを欠損した遺伝子改変マウスを用いて、破歯細胞分化調節メカニズムの

解明を目指しました。 

 

【研究成果】 

歯髄組織では豊富な OPGの発現が認められ、それが破歯細胞の形成を負に制御することが予想されました。し

かし、OPG を欠損したマウスでも、正常な歯髄組織に破歯細胞は存在しませんでした。他方、歯に外傷を与える

と歯髄に破歯細胞が誘導され、その数は OPG 欠損マウスで有意に上昇しました。以上より、OPG は正常な歯髄組

織では破歯細胞の形成の抑制に寄与しないが、外傷を受けた歯髄組織では抑制効果を発揮することが明らかにな

りました。また、歯の外傷が歯髄組織の OPGに対する RANKLの相対比率を上昇させる結果、破歯細胞の形成を誘

導することが解明されました。さらに、その過程を HIFが媒介することが示唆されました。今後は、以上の知見

を基盤とした内部吸収の予防および治療法の確立に繋がることが期待されます (図)。 

 

 

 



 

 

図 歯の内部における破歯細胞の分化調節メカニズム 

(1) 歯髄では RANKLと OPGが発現するが、豊富な OPGにより破歯細胞分化は負に制御された環境である。 

(2) しかし、OPGが欠損した環境下でも、正常な歯髄組織には破歯細胞は存在しない。 

(3) 外傷は歯髄環境の RANKL/OPGの相対比率を上昇させ、破歯細胞分化を誘導する。HIFがこの過程を媒介する。 

(4) 歯髄の OPGは、外傷誘導性の破歯細胞の分化を負に制御する。 
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